
 

 

へ
い 

米原市民報№476 

２０１5 年 5 月 31 日  日本共産党米原市議団 

清水隆徳℡52-1969 藤田正雄℡55-1128 
太田幸代℡54-2286 

維
持
の
活
動
を
新
た
に
加
え
、
他
国
軍
へ
の
支 

援
を
可
能
と
す
る
法
案
を
恒
久
法
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
他
国
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
性
が
増
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
日
本
が
世

界
各
地
の
戦
闘
行
為
に
積
極
的
に
加
担
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
法
律
と
い
え
ま
す
。
第

３
に
、
重
大
な
判
断
を
す
る
際
の
基
準
が
不
明

確
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
根
拠

と
し
て
、「
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な

手
段
が
な
い
こ
と
」
を
要
件
に
し
て
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
時
の
政
府
の
裁
量
次
第
で
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
第
４

に
、
歯
止
め
と
し
て
海
外
で
の
自
衛
隊
派
遣
の

際
は
、
国
会
で
の
例
外
な
き
事
前
承
認
の
規
定

を
盛
り
込
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
新
設
す
る
「
国
際
平
和
支
援
法
」
に
限
ら

れ
た
定
め
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は

緊
急
時
に
は
事
後
承
認
が
認
め
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
万
全
な
歯
止
め
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

歴
代
政
府
は
「
憲
法
第
９
条
の
下
に
お
い
て

許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
わ
が
国

を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に

と
ど
ま
る
べ
き
で
、
他
国
に
加
え
ら
れ
た
武
力

攻
撃
を
実
力
で
阻
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
こ
れ
を
超
え
る

も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
の

見
解
を
示
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
日
本
国
憲
法
が
、
そ
の
前
文
で
「
政

府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
を
う
た

い
、
第
９
条
で
戦
争
放
棄
、
戦
力
不
保
持
お
よ

び
交
戦
権
否
認
を
定
め
る
な
ど
、
平
和
主
義
を

基
本
原
則
と
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
の
平
和

憲
法
の
下
、
日
本
は
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓
と
痛

切
な
反
省
に
立
ち
、
国
際
紛
争
が
生
じ
た
際

も
、
武
力
に
依
ら
ず
平
和
的
に
解
決
す
る
立
場

を
堅
持
し
て
き
ま
し
た
。
紛
争
の
絶
え
な
い
今

日
に
あ
っ
て
も
、
先
駆
的
な
意
義
を
有
す
る
も

の
と
い
え
ま
す
。
北
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
な
ど
国

際
情
勢
に
対
し
て
も
、
平
和
憲
法
の
理
念
を
貫

き
、
粘
り
強
い
平
和
外
交
に
よ
っ
て
解
決
す
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。 

以
上
に
よ
り
次
の
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。 

一
、「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」
の
国
会
上

程
を
直
ち
に
撤
回
し
、
日
本
国
憲
法
第
９
条
を

守
り
、
生
か
す
こ
と
。 

一
、
昨
年
７
月
１
日
の
集
団
的
自
衛
権
容
認
を

柱
と
し
た
「
閣
議
決
定
」
を
撤
回
す
る
こ
と
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９
９
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

入札 
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５
月
２
６
日
議
会
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
の
追
加
議
案
３
件
と
共
産
党
議
員
団

提
出
の
戦
争
法
反
対
の
意
見
書
、
一
般
質
問
の
順
番
、
初
日
（
５
月
２
９
日
）
即
決
の
議
員
報

酬
特
例
廃
止
の
討
論
の
申
し
出
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
法
反
対
意
見
書
に
つ
い
て
は
藤
田

議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）
が
提
案
説
明
し
、
議
員
報
酬
引
上
と
な
る
「
特
例
廃
止
」
に
つ

い
て
反
対
討
論
に
清
水
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）、
賛
成
討
論
に
吉
田
議
員
（
政
策
研
究
会

マ
イ
バ
ラ
）
が
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

訂
正 

前
号
は
か
な
り
間
違
い
多
く
て
、
読
者
か
ら
お
叱
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
時
期
こ
そ
信
頼
さ
れ
る
米
原
市
民
報
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
①
何
カ
所
か
で
３
月
議
会
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
６
月
議
会
が
正
し
い
で
す
。
②
議
会
運
営
協
議
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
議
会
運
営
委
員
会
が
正
し
い
で

す
。
③
議
会
日
程
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
６
月
３
・
４
日
で
す
。
訂
正
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
と
し
て
提
出
し
た

発
言
通
告
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
般
質
問
・
清
水
議
員 

３
日
１
番
（
午
前
９
時
３
０
分
予
定
） 

① 
平
和
安
全
法
整
備
法
案
（
戦
争
法
案
）
に

つ
い
て
問
う
。 

一
般
質
問
・
藤
田
議
員 

３
日
４
番
（
午
後
１
時
予
定
） 

① 

市
民
の
苦
情
や
意
見
に
つ
い
て
市
民
目

線
の
対
応
を
問
う
。 

② 

憲
法
の
立
場
に
立
ち
米
原
市
の
生
活
保

護
行
政
に
つ
い
て
問
う
。 

一
般
質
問
・
太
田
議
員 

３
日
６
番
（
午
後
３
時
予
定
） 

① 

Ｊ
Ｒ
米
原
駅
下
東
西
通
路
の
改
善
を
。 

② 

公
の
施
設
の
利
用
料
改
定
に
つ
い
て
。 

③ 

国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
に
つ
い

て 

戦
争
法
反
対
の
意
見
書 

「
平
和
安
全
法
制
」
に
関
す
る
関
連
法
案
の
国

会
上
程
に
反
対
す
る
意
見
書
案 

 

提
出
者 

藤
田 

正
雄 

賛
成
者 

清
水 

隆
徳 

賛
成
者 

太
田 

幸
代 

安
倍
自
公
政
権
は
、
新
設
さ
れ
る
国
際
平
和
支

援
法
と
自
衛
隊
法
な
ど
現
行
関
連
法
の
改
定
を

一
括
し
た
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」
の
２
つ

の
法
を
５
月
１
４
日
に
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
上

程
さ
れ
議
論
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
法
案
は
、
自
衛
隊
を
海
外
に
随
時
派
遣
で

き
る
よ
う
に
し
、
米
軍
な
ど
他
国
軍
を
軍
事
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
昨
年
７

月
１
日
の
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定
を

具
体
化
す
る
も
の
で
す
。  

 

こ
の
法
案
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、第1

に
、

従
来
の
日
本
周
辺
事
態
と
い
う
概
念
が
取
り
外

さ
れ
、
米
軍
が
世
界
中
で
引
き
起
こ
し
た
戦
争
に

自
衛
隊
が
ど
こ
ま
で
も
出
か
け
、
こ
れ
ま
で
行
け

な
か
っ
た
「
戦
闘
地
域
」
ま
で
行
き
、「
後
方
支

援
」
活
動
が
可
能
と
な
り
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が

際
限
な
く
広
が
り
ま
す
。
第
２
に
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ

活
動
の
ほ
か
に
国
連
以
外
の
人
道
支
援
や
治
安 


